
 

 

 

 

□１、前例にがんじがらめになっていたら、改革はできない。 

→多くの束縛を受けて、自由に動けないこと 

 

□２、彼女の言動は癪
しゃく

に障
さわ

る。 

→気に入らなくて腹が立つ 

 

□３、こんなに気を揉
も

むとは自分でも思わなかった。 

→心配してやきもきする 

 

□４、言い詰められて言い淀
よど

む。 

→言うのをためらう 

 

□５、方針が判然
はんぜん

としない状態では、前に進めない。 

→はっきりしない 

 

□６、彼は前進あるのみで、何が起ころうとも意に介
かい

さない。 

→気にしない 

 

□７、こちらの要望は頑
がん

としてはねつけられた。 

→人が何を言っても、自分の考えを変えない様子 

 

□８、いやしくてもあのような振る舞いは許されない。 

→たとえどうあろうとも 

 



 

□９、寝ずに働く彼女の姿がいじらしい。 

→健気
け な げ

で、痛々しい 

 

□10、翳
かげ

りを帯びた表情にかける言葉を見失う。 

→暗い感じ・良くないきざし 

 

□11、情趣
じょうしゅ

に富む庭園をのんびりと散策する。 

→しみじみとした味わい 

 

□12、可もなく不可もなく、まあまあのできだ。 

→特に良いところも悪いところもない様子・状態 

 

□13、付け焼き刃
ば

の行儀作法では、すぐにぼろが出る。 

→その場をしのぐために急いで身につけた知識や技術など 

 

□14、もうすぐ新校舎が落成
らくせい

する。 

→建設工事が終わって、建物が完成すること 

 

□15、ピカソは不世出
ふせいしゅつ

の天才画家である。 

→めったに世に現れないほど、優れた存在であること 

 

□16、センチメンタルな恋愛小説は苦手だ。 

→感情が異常に刺激されやすいさま 

 

 

 


